
令和７年度八丈島スマートモビリティサービス
実証計画策定及び実施業務委託

事業報告書



1. 業務概要

1.1. 業務概要

東京都では「2050東京戦略」や「スマート東京実施戦略」に基づき、「デジタル技術を活用した島
しょ地域の社会課題解決」に取り組んでいる。 

本事業では、デジタル技術の積極的な活用と島内外の人材・事業者の共創により、島しょ地域の様々な
社会課題を自律的に解決するサイクルのモデルを創出し、八丈島から他島へ順次展開することで持続可
能な島しょ地域の実現を目指すことを目的としている。

令和４年度は、島内の様々な移動手段に関する問題（島民の高齢化、コロナ禍によるレンタカーやタク
シーの減少等）の顕在化を踏まえ、島民や来島者及び交通事業者に対してアンケート・ヒアリングを実
施し、実態把握・課題整理を実施した。その上で、島内における最適な交通サービスの提案を実施した。

令和５年度は、令和４年度の調査・提案内容に基づき、八丈島内にてＡＩデマンドタクシーとシェアリ
ングモビリティの実証事業を行い、個々の交通サービスの有用性を検証した。 

令和６年度は、令和４・５年度の調査・提案内容に基づき、自動運転も含めた交通の実証を継続し、既
存の交通とのベストミックスの在り方を検証した。

令和７年度は、引き続き実証を行い、利用促進のためのシームレスな利用環境の構築や、令和６年度に
策定したベストミックスの素案を活かした島内交通ビジョンの策定支援を行う。 

業務概要

（1）業務目的



2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.1.実証運行準備

実証運行概要

⚫ 繁忙期、閑散期双方を含む7月～1月の期間で実証事業を実施し、両期間での有効なAIデマンドタクシー活
用に向けた検討を行った。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

AIデマ
ンドタ
クシー

■実証事業のスケジュール

データ解析

閑散期

計画・準備 実証運行実施・各種データ取得 とりまとめ

・各機関との調整
・広報準備
・機材運搬

データ取得 運行改善

繁忙期

データ取得 運行改善

データ解析

※令和7年の10月中旬に発生した台風22号・23号の被害を受け、10月10日（金）から31日（金）までの期間で運休とした。運行を再開した11月以降
は、復旧状況を踏まえ坂上地域のうち中之郷～末吉間を一時的に運行対象外とし、坂下地域および坂上地域（中之郷まで）に限定して運行を実施し
た。その後、復旧状況に応じて段階的に運行エリアを拡大し、12月15日以降、土砂崩れで被害のあった箇所を除く全域での運行を再開した。

項目 概要

対象者 • 島民と来島者

目的
• 島民の移動ニーズに応じた日常生活に必要な移動手段の検討
• 繁忙期における来島者の回遊性の向上

対象期間 • 2025年7月1日～2026年1月31日
※関係者協議の結果、7-8月は運休日なし、9月以降は木曜運休、場合によって火曜運休で運行

対象地域 • 八丈島全土（坂下地域、坂上地域）

時間帯 • 8:45～18:00

導入車両
• ジャンボタクシー2台（愛光観光）
※ジャンボタクシーが利用できない場合に備え、セダンタクシー2台（愛光観光）

運行方法
• 利用者からの予約（アプリ、電話またはWEB）を受け、AIデマンドシステムを活用しタクシー事業
者が最適化された運行を実施する。ジャンボタクシーを用いた乗合事業を想定する。

料金
• 基本料金大人500円（地域跨ぎの移動＋500円）、高校生以下100円、高齢者回数割引券、
八丈島まるっと観光周遊フリーパス、1日乗り放題券、1か月乗り放題チケット

事業者
• 運行事業者兼電話予約運営事業者：愛光観光
• AIデマンドシステム提供者：未来シェア
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R7年度実証運行の結果概要

⚫ 2025年7月1日(火)～2026年1月31日(土)(定休日や台風被害による運休日を除く163日運行)において、
延べ3,807名が八丈島AIデマンドタクシーを利用。令和6年度と比較すると令和7年度は島民の利用増が窺
える。特に1月は10代の利用増が顕著であり、100円という料金設定に加え、習い事への移動に多く活用さ
れていることが分かった。

⚫ 運賃収入合計は1,811,600円であり、客単価は1人当たり475.9円であることから、全体の利用者数における
高齢者割引回数券や高校生以下の利用が多かったと考えられる。（基本料金は500円）

利用者数グラフ（R6-7） 島内外の月別乗車人数の過年度比較（R6-7）

※R7利用者のうち、地域間移動した利用者は2倍換算

月別運賃収入(R6-7)島民の年代別トリップ数

R7 R6

島内 島外 合計 島内 島外 全体

7月 148 426 574 63 498 561

8月 193 1137 1330 109 882 991

9月 101 423 524 154 717 871

10月 47 52 99 90 428 518

11月 85 159 244 172 375 547

12月 77 252 329 96 234 330

1月 132 129 261 29 255 284

合計 783 2578 3361 713 3389 4102

※利用者数のうち居住地が特定できた人数

2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.2. 結果検証

54

52

19

6

19

27

32

8

6

13

2

10

3

24

6

5

1

1

2

2

14

17

23

3

7

5

7

8

8

7

13

5

5

3

4

51

7

3

22

8

11

1

2

16

9

8

3

4

8

6

9

10

7

1

4

4

11

2 1

2

1

5

0 50 100 150 200

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

10代 代替予約小人 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 代替予約高齢者 不明

n=637

356,800 

658,300 

311,500 

64,300 

128,600 

180,900 

111,200 

343,300 

442,200 

374,000 
224,600 

252,600 

166,900 

115,200 

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

7月分

8月分

9月分

10月分

11月分

12月分

1月分

R7 R6 R7:n=1,811,600

R6:n=1,918,800



¥469,800 

¥1,004,000 

¥0 ¥200,000 ¥400,000 ¥600,000 ¥800,000 ¥1,000,000 ¥1,200,000

R6

R7

2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.2. 結果検証

月別利用者数と運賃収入の過年度比較

⚫ R7年度延べ利用者数は3807人であるが、地域間移動を考慮すると利用者数が4811人であることから、地
域間移動者は1000人程度（4811－3807＝1004人）と想定。よって、利用者約1000人の利便性の向上（乗
継不要）に寄与した。

⚫ 地域間移動に必要な金額はR7年度の方がR6年度より高くなる場合もある（※）一方で、利用者数は1.3倍、
簡易な試算による運賃収入も2.1倍に増加した。

  ※坂上~坂下主要施設（空港・観光協会・病院）の移動は500円、その他は地域を跨ぐ場合1,000円

利用者数グラフ（R6.7比較） 地域間移動の客単価

利用者数 運賃 運賃収入

R7 1004 1000 ¥1,004,000 

R6 783500・1000 ¥469,800 

⚫ R6年度は坂下地域⇔坂上地域を移動するためには乗継(2回予約)をする必要があった。

⚫ R7年度は乗継なしで地域間を移動できるようになり利便性が向上した。

⇒地域間移動にかかる運賃が上昇した中でもAIデマンドタクシーを利用して地域間移動する方が増
えた。サービスとしては、全域で運行することが望ましい。

※R7利用者のうち、地域間移動した利用者は2倍換算

1.3倍 2.1倍

2.1倍

※大まかな傾向をつかむため運賃収入は単純化した数値を利用
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2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.2. 結果検証

曜日別1日あたりの利用者数やアンケート結果

⚫ 繁忙期の曜日別1日当たりの利用者数は、31～39人となっており、火・木曜日にやや利用者数が低減する。
閑散期の曜日別1日当たりの利用者数は、12～18人となっており、運休日の木曜日を除き、火・水曜日に
利用者数が低減する。

⚫ 運休日になると困る曜日に関する利用者アンケート結果は、土・日曜日が回答が多く、金曜日、月曜日が
続き、火・水・木曜日は、同程度の回答数となる。

運休日になると困る曜日
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⚫ 繁忙期は、運休日を設けずに運行することが適しており、閑散期は、火・水・木曜日のいずれかで、
運休日を設定することが妥当と思われる。

⚫ 一方で、公共交通の位置づけとして、年間を通じたサービスを提供することを鑑みると、運休日を
設けずに運行することも継続して検討すべきである。
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2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.2. 結果検証

実証事業における運行時間と時間帯別利用者数

⚫ R5-7の時間帯別利用者数は、8時台や18時台においても、運行時間を1時間に換算するとおおよそ400～
600人に相当し、その他時間帯の利用者数と遜色ない。

⚫ 運行時間への印象（利用者アンケート）は、問題ないという回答が最も多かったものの、運行終了時間を
遅くする希望、開始時間も終了時間も伸ばしてほしいという要望も一定数見られた。

R5-7の運行期間と運行時間 時間帯別利用者数（R5-7年度比較）

43%

4%

35%

19%

問題ない

運行開始時間を早めてほしい

運行終了時間を遅くしてほしい

開始時間も終了時間も伸ばしてほしい

n=367

⚫ 時間帯は現状のサービスレベルでも問題ないように見られるが、運行終了時間を遅くしていく要望(計54％)
に対して、利用者数・事業者の体制構築等、実証を通じてデータを取得して検証することが望ましい。

運行時間への印象

R5 R6 R7

2023/9/29~
2024/2/29

2024/7/1~
2025/1/15

2025/7/1~
2026/1/31

9:00~17:00
坂下：8:45~18:30
坂上：8:30~18:30

※セミデマンド運行も実施

8:45~18:00

約54％
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2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.2. 結果検証

令和7年度利用者アンケート(支払意思額)

⚫ 価格感度分析の結果、利用者が許容できる1回あたりの料金は384円～768円であった。このことからR7実
証運行の基本料金設定は利用者目線では適切であったと考えられる。

価格感度分析表（島民）

最低品質
保証価格

485円

理想価格
558円

最高価格
768円

妥協価格
599円

最低品質
保証価格

384円

理想価格
467円

最高価格
567円

妥協価格
513円

価格感度分析表（来島者）

価格感度分析表（地域内移動） 価格感度分析表（地域間移動）
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760円

妥協価格
586円



2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.3. 社会実装モデルの提案

R8年度実証運行(案)

項目 概要

運行区域
• 5地区を含む1区域(三根、大賀郷、樫立、中
之郷、末吉)

時間帯
• 8:45～19:00 ※夜間の検証にあたり、観光
客の宿からの移動も想定
事業者負担も考慮し18時頃運行終了も要検討

運行台数
• ジャンボタクシー1台
（繁忙期のみ2台体制）

料金

• 一律料金設定（大人500円、小人100円）、
その他乗り放題チケットの検討

• 坂下地域、坂上地域の間に料金境界を設ける。
※坂上は、中之郷と末吉で料金の境を設定す
るか事業者負担も踏まえ要検討

料金境界
(大坂トンネル)

⚫ 利用実績や利用者アンケートから得られた結果や島民の利用実態の結果を踏まえて、
令和8年度以降の八丈島におけるAIデマンドタクシーの社会実装モデルについて、下図のような運行区域設
定、運行時間、運行台数、料金で提案した。



2.  実証事業：AIデマンドタクシー

2.4. まとめ

実証を通した成果・課題

⚫ 各検証項目結果を踏まえた成果と課題を以下に提示する。

観点 小項目 成果・課題

サービス性

運行区域

•坂下/坂上の地域間を跨ぐ移動において、乗継不要とする運行を行い、回遊性の向上に寄与した。

•一方で、1台で運行する場合、坂上地域に車両がいるタイミングに坂下地域での予約が発生した場
合、坂下地域での待ち時間が長くなる。

➢ 運行台数の増加や更なる料金境界の設定等について、持続可能性や事業性の観点から継続議論が
必要

運行日

•島内商業施設等の営業日やイベント開催予定を考慮した運行日・運休日の設定により、島民・来島
者の利用数向上に寄与した。

•一方で、地域公共交通は住民の日常的な移動を支える基盤であるため、運休日が設定されている場
合、利用者にとって不便が生じやすい。

➢ 運休日を設けない運行等の検討が必要

社会受容性 利用者数

•島民利用数は令和5年度が367人、令和6年度が713人、令和7年度が783人であった。

•令和7年度は台風の影響もあり運行休止期間もあったが、島民利用数が過去最大となったほか、子
どもの習い事などの際の「保護者による送迎の代替手段」としての利用が根付いてきている。

➢ 引き続き、利用増加に向けた周知広報等の取組の実施が必要

事業性 運賃

• 1か月乗り放題チケットや八丈島まるっと観光周遊フリーパス、高校生以下100円といった新たな料
金体系を試行した。

•高校生の通学等の手段として広く利用されたことにより、利用数が昨年度比で増加した。

➢ 事業性の向上のため、補助金の活用・より効果的な料金収集（来島者からより多くの料金を得る
取組）の取組が必要

➢ 支払意思額の結果を踏まえ、基本料金の引き上げを検討しながら、島民に対しては今年度同規模
の価格でのサービス提供を可能とする割引策の試行が必要



3.  実証事業：自動運転バス

3.1. 実証事業計画

事業概要／実験スケジュール

⚫ 繁忙期での島民、観光客の利用実績データを取得でき、また運行事業者である町営バスのドライバー人員
を確保できる、7月～8月にかけて実証運行を行った。

⚫ これまで自動運転バス実証実験を行っていない坂上地域で走行した。

項目 概要

対象者 島民と来島者

目的 坂上地域の走行を見据えた技術検証

対象期間 2025年7月19日(土)～8月17日(日) ※火木運休

対象地域 八丈島坂上地域

時間帯 10:00~17:50（4往復）

導入車両 日野自動車 ポンチョ

運行方法 樫立温泉入口と末吉温泉を結ぶルートの往復

料金 無償（住民：チケット付きチラシで試乗可能、観光客：各種チケットの購入で試乗可能）

事業者
運行事業者：町営バス
車両提供事業者：先進モビリティ

■実証事業のスケジュール
閑散期繁忙期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

自動
運転
バス

計画・準備 実証事業
実施

とりまとめ

・各機関との調整
・広報準備

・機材運搬
・ステーション設置



3.  実証事業：自動運転バス

3.1. 実証事業計画

運行ルート

⚫ 樫立地域と末吉地域を結ぶルートで、実証実験を行った。なお、バスの車庫がある坂下～樫立地域間は手
動での運行とした。

⚫ 起終点の樫立温泉および末吉温泉のほか、観光客の乗降が見込まれる場所に停留所を設置した。

⚫ 既存停留所には自動運転バスの案内を掲示し、実際の自動運転バス乗降場所には路面ピクトを貼り付けた。

①町営バス

②樫立温泉入口

③富次朗商店

④中田商店前

⑦末吉温泉

⑤名古の展望

樫立～末吉ルート

走行延長 8.1km

所要時間 約13分

停留所数 7か所

走行ルート（自動）
走行ルート（手動）

■停留所看板イメージ

■路面ピクトイメージ

⑥東屋
※末吉温泉行の便
のみ停車



3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

運行実績

⚫ 計20日間の運行で計134人に乗車いただいた。土日祝日やお盆期間の利用が多い。

⚫ 島民のみに配布したチラシ（乗車無料）による乗車が約7割を占める。

チケット

45

34%全戸配布チラシ

89

66%

24

0
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1
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7/19 7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/15 8/16 8/17

チケット

全戸配布チラシ
n=134

※1：全戸配布チラシ：「広報はちじょう7月号」にて
島内で配布し、持参することで無料乗車可能

※1

直
行
便

直
行
便

1便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 8便

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
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日
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休
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運
休
日
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0
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(人)

：末吉温泉行

：樫立温泉入口行
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日

台
風
の
た
め
運
休

■日別の乗車人数

■乗車方法別 ■曜日別 ■便別



3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

利用者アンケート

⚫ 自動運転バスに乗車した利用者に対してアンケート調査を実施し、115件（うち紙112件、WEB3件）の回
答を収集した。

⚫ 利用者（アンケート回答者）のうち、島民・来訪者は約半数ずつであった。

■年齢 ■性別 ■居住地

3%

15%

10%

8%

23%

19%

10%

10%

2%

10歳未満 10歳代 20歳代
30歳代 40歳代 50歳代
60歳代 70歳代以上 80歳以上

n=115

23%

22%

4%3%0%

48%

大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 島外

n=115

50%

50%

0%

男性 女性 回答しない

n=115

53%

45%

47%

55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

島内

島外

男性 女性

n=55

n=60

都道府県 人

東京都 35

海外 7

千葉県 5

大阪府 3

神奈川県 2

埼玉県、宮崎県 1

▲島外利用者の主な居住地

0%

0%

17%

13%

0%

23%

5%

12%

20%

27%

15%

25%

19%

0%

20%

0%

3%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

島内

島外

10歳未満 10歳代 20歳代

30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上

n=59

n=52



2%

0%

2…

0%

83%

73%

12%

27%

2%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

島内

島外

速い やや速い ちょうど良い やや遅い 遅い

n=58

n=49

65%

39%

25%

37%

9%

24%

2%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

島内

島外

思う やや思う やや思わない 思わない

n=57

n=49

3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

■走行スピード

■ブレーキのスムーズさ

56

53%32

30%

17

16%

1

1%

思う やや思う やや思わない 思わない

n=106

1

1%

1

1%

84

78%

20

19%

1

1%

速い やや速い ちょうど良い

やや遅い 遅い

n=107

⚫ 自動運転バスの走行性として、走行スピードについて約8割が「ちょうど良い」と回答。ブレーキについて
も約8割がスムーズだと「思う・やや思う」と回答し、利用者目線からの走行性の高さが確認された。

利用者アンケート
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3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

⚫ 自動運転バス乗車前後の印象について、乗車後の方が印象が向上する傾向にあり、自動運転バスに乗車す
ることにより、自動運転バスへの理解が向上する傾向にあることを確認した。

<全体＞ ＜島内＞ ＜島外＞

利用者アンケート

■自動運転バスへの印象



3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

■乗車中に危険を感じたか

⚫ 自動運転バス乗車中に危険を「感じた・少し感じた」方は少数であり、一部、カーブ走行時や右左折時、す
れ違い時等に課題が確認された。

⚫ 乗車中の乗り心地については、肯定的な意見が多く、一部、車内の揺れや走行スピードの遅さ、走行音が気
になるという回答が見られた。

■危険を感じたシーン（複数回答可）

■乗車中の乗り心地

■快適でなかった理由（複数回答可）
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6%

0

0%

5

5%

感じなかった 少し感じた

感じた 分からない

n=107

1
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発進時

カーブ走行時
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交差点以外でのすれ違い時

交差点進入時

歩行者や自転車等の飛び出し

その他

0 1 2 3 4 5

n=11
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その他
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利用者アンケート



利用者アンケート

3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

⚫ 今回の走行ルートに対する1回利用の場合の支払意思額をみると、利用者目線での理想的な価格は島民で
270円程、来島者で400円程である。

■支払意思額（島内） ■支払意思額（島外）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

高い 安い 高すぎ 安すぎ

理想価格
270円

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

高い 安い 高すぎ 安すぎ

理想価格
400円

※1回利用の場合の運賃を「高い、安い、高すぎて利用できない、安すぎてサービスが不安」の4つの質問ごとに回答してもらい、回答者全体
の累積のグラフを作成。「高すぎて利用できない」と「安すぎてサービスが不安」のグラフの交点は「理想価格」として当該価格に対して否
定的な意見を持つ人が最も少ない、利用者目線での理想的な価格であると言える。



3.  実証事業：自動運転バス

3.2. 結果検証

⚫ 手動介入は計1277件であり、ステアリングへの介入が最も多い。主な要因として、対向車はみ出しの回避、
後続車への道譲り、直進時の走路逸脱の回避、天候による影響等が確認された。

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
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手動介入記録

■介入時操作 ■介入要因

■日別発生件数

ブレーキ

169

13%

アクセル

7

1%

ステアリング

1101

86%

n=1277

4725 168 4026 585 14212211 133 1133 106 14417

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

路上駐停車車両の回避 周辺施設からの出入り車両の回避 後続車への道譲り

交差点右左折時の危険回避 先行車に対する制動不十分 対向車はみ出しの回避

自転車の横断 自転車との接近 歩行者の横断
歩行者との接近 障害物の回避 動物の回避

直進時の走路逸脱の回避 走路の勾配による速度変化への対応 停留所や信号での停止位置のずれ

道路工事の回避 天候による影響 システムの不具合

その他

n=1277

(件)



3.  実証事業：自動運転バス

3.3. まとめ

実証を通した課題・今後の対応策（案）

⚫ 各検証項目結果を踏まえた課題と今後の対応策（案）を以下に提示する。

実証での課題事項 今後の対応策（案）

車両技術・走行環境

• 坂上地域の電波が通りにくい区間において、
不安定な挙動が見られた。

• 急ハンドル、急加速・急ブレーキが多く発生
していた。

• 走行スピードが通常バスと比較して遅いため、
交通の妨げとなってしまうことがあった。

• 磁気マーカや高反射塗料等のイン
フラ協調技術による、GNSS測位
の補助と走行安定性の確保

• より長期の調律作業によるブレー
キのかかり具合の改善

• 後続車を先に行かせるための追い
抜き場所の設定

利便性

• 土日祝日やお盆の間は一定数利用が見られた
が、昨年度と比較して利用者数は伸び悩んだ。

• ルート、停留所位置、便数がニーズに即して
いない。

• 料金設定が複雑でわかりづらい。

• 島内の移動ニーズを把握した上で
の、自動運転バス路線の設定

• 路線バス運賃も踏まえた、わかり
やすい料金設定

周知広報・社会受容性

• 島民に対して、実証実験を実施していること
の周知が不足していた。

• カーブ区間において、対向車のはみ出しによ
る手動介入が多く発生していた。

• 自動運転バスの走行スピードや挙動について、
地域住民の理解が得られていない。

• チラシ、ポスター、SNS以外の、
実際に乗車していただけるような
広報手段の検討

• 他交通参加者（主に自動車）の理
解醸成



4.  ベストミックスな交通ビジョンの策定支援業務

4.1.  持続可能な交通サービスの検討

持続可能な交通サービスの検討の観点

⚫ 人的な資源などのリソース面、車両などのインフラの運用面、ランニングコスト等の財政面の三つの観点
から、持続可能な交通体系の在り方を検討し、令和6年度に作成した地域公共交通計画（素案）のアップ
デートを検討した。

リソース面
 バス・タクシーの運 手
 各種交通 ービスの運行に る人 
    送の担い手

インフラ面
 タクシー車両
 バス車両（町営バス、民間事業者）
    送車両（  、民間事業者）
  ンタ ー（民間事業者）
   デマンドタクシー運行システム・機 

財政面
 車両や運行システム 入に るイニシャル スト
 車両や運行システムの    に るランニング
 スト

 各種交通 ービスの運行に る 料 
 各種交通 ービス運行に る人  

地域公共交通  （  ）の
アップデート

島内公共交通における検討内容

地域公共交通計画（素案）のアップデートにおける検討の観点



4.  ベストミックスな交通ビジョンの策定支援業務

4.2.  地域公共交通計画（素案）のアップデート

八丈町地域公共交通計画の概要

⚫ 法定協議会等において関係者間で協議を進め、八丈町地域公共交通計画を策定した。下図に、策定した地
域公共交通計画の概要を示す。
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